
准教授 川畑 幸平

近年、孤⽴平衡系を中⼼とした従来の物性物理の枠組みを越えて、⾮平衡開放系
で実現される物性物理に⼤きな関⼼が集まっている。そのようなめざましい進展に
も拘らず、⾮平衡開放系で現れる物性現象は、重要な問題でさえも、依然として理
解が確⽴していない。また、今後のさらなる発展が期待される量⼦技術分野におい
て、⾮平衡開放系の理解はさらに重要性を増していくと考えられる。本研究室では、
⾮平衡開放系で現れる多彩な物性現象をはじめとして、物性理論の新しい基礎を確
⽴することを⽬指す。最近では、⾮平衡開放系のトポロジカル相の特徴づけおよび
分類、また量⼦カオスや局在転移について研究し、とくに孤⽴平衡系に対応物をも
たない⾮平衡開放系に特有の物性現象を探究してきた。対称性やトポロジーといっ
た⼀般的な概念をもとにして、普遍的であるがゆえに種々の実験を記述および予⾔
するような基礎理論を構築し、新しい物性物理を開拓する。

E-mail: kawabata@issp.u-tokyo.ac.jp HP: https://kawabata.issp.u-tokyo.ac.jp

⾮平衡開放系の対称性・トポロジカル相の分類

量⼦開放系のカオス・統計⼒学 量⼦開放系の場の理論
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⾮エルミート物理における対称性・トポロジーの基礎理論の構築、および新しい⾮平衡トポロジカル現象の発⾒

⾮エルミートランダム⾏列と⾮平衡開放系
の量⼦カオスの対称性にもとづく分類

Lieb-Schultz-Mattis 定理・Haldane ギャップ

⾮エルミート系のトポロジカル場の理論・量⼦異常

⾮エルミート表⽪効果に起因する量⼦エンタングルメント
相転移・⾮ユニタリー共形場理論

Kawabata et al., PRX Quantum 4, 040312 (2023) 

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.00.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.00.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.00.0

0.5

1.0

1.5

2.0(a) (c)(b)

pr
ob

ab
ili

ty
 d

en
sit

y

level-spacing ratio level-spacing ratio level-spacing ratio

pr
ob

ab
ili

ty
 d

en
sit

y

pr
ob

ab
ili

ty
 d

en
sit

yAI†A
AII†

理学系

物理学

物性理論（物性基礎論）・⾮平衡物理
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